
１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月

学
期

月
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10

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

定期考査

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

定期考査

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

・運動量と力積の関係を理解させる。
・保存量としての観点から運動量をとらえさせ、運
動量保存の法則を理解させる。
・運動量の保存と力学的エネルギーの保存の違いを
理解させる。

3節　円運動と単振動
1　等速円運動
2　慣性力
3　単振動

・慣性力の考え方を理解させる。
・等速円運動の速度、角速度、向心加速度、向心力
や遠心力について理解させる。
・単振動と円運動の関係を通して、単振動の周期、
変位、速度、加速度を理解させる。

4節　万有引力
1　ケプラーの法則
2　万有引力
3　万有引力による位置エ
ネルギー

・ケプラーの法則を理解させる。
・ケプラーの法則から万有引力の法則を導く過程を
理解させる。
・万有引力を受ける物体の運動を理解させる。

4

5

6

7

1節　波の伝わり方
1　波の表し方
2　波の伝わり方

2節　運動量
1　運動量と力積
2　運動量の保存
3　衝突とエネルギー

5節　気体分子の運動
1　気体の状態方程式
2　気体分子の運動
3　気体の内部エネルギー
4　気体の状態変化

第2章　波

2節　音
1　音の性質
2　ドップラー効果

・気体の状態が変化するとき成立する諸法則、及
び、状態方程式について理解させる。
・気体の内部エネルギー、気体の仕事について理解
させる。また、気体の状態変化に対して、熱力学第
一法則が適用できることを理解させる。
・気体の定積比熱と定圧比熱について理解させる。
・熱力学第二法則を理解させる。

・音の伝わり方は、波の性質を示すことを理解させ
る。
・ドップラー効果を、波の伝わり方から考えさせ
る。
・観測者が運動する場合や音源、観測者がともに運
動する場合のドップラー効果について理解させる。

・ホイヘンスの原理から波の回折、屈折、反射を理
解させる。

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

定期考査

単元名 学習項目 評価の材料等

4 学科・学年・学級 普通科・第３学年選択クラス

副教材等 「実践アクセス　総合物理」　浜島書店「物理」  実教出版

期末考査

第
１
学
期

学習内容や学習活動

中間考査

中間考査

1節　平面内の運動と剛体
のつり合い
1　運動の表し方
2　落体の運動
3　剛体にはたらく力

・２次元平面上で、速度・加速度のベクトルを用い
た表し方を理解させ、速度の合成・分解、相対速度
について理解させる。
・水平投射運動、斜方投射運動について理解させ
る。
・剛体の転倒、安定を理解させる。

第1章　さまざま
な運動

第
2
学
期

令和８年度　　　　　理科　　「物理」シラバス

教科書

単元名

・物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育
てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ、科学的な自然観の見方や考え方を育成する。
・力によるモーメントや偶力，曲線を描く運動など平面内での物体の運動，天体の運動に関する法則性及び万有引力について
学習する。
・分子の運動エネルギーと熱エネルギーの関係について理解することによって，熱力学の理論について学習する。

評価の材料等

単位数

学習項目 学習内容や学習活動
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学
期

月

1

2

3

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

・光の速さが媒質によって変化するために、屈折が
起こることを理解させる。
・光が横波であること、色は波長の違いによるもの
であることを理解させる。
・夕日と晴天の空の色が違う理由を理解させる。
・レンズと球面鏡の特徴から、屈折と反射の理解を
深めさせる。

第2章　波 3節　 光
1　光の性質
2　レンズと球面鏡

3　回折と干渉

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

授業の様子
実験の取り組み
課題レポート

定期考査

・光の回折や干渉など、光が波であることを示す典
型的な現象について、ヤングの実験などを通して理
解させる。
・くさび形空気層による干渉やニュートンリングに
ついて理解させる。

終章　物理学が
築く未来

・現代物理学の先端研究や技術革新などについて理
解させる。

授業の様子
課題レポート

相対性理論と重力波天文
学
　シミュレーション科学
とデータ科学
　量子コンピュータ
　新規材料と物理

思考・判断・表現

知識・技能

　関心・意欲・態度，思考・判断・表現，観察・実験の技能及び知識・理解の4観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

・普段の生活の中で起こるさまざまな自然現象に興味を持ち、その法則性について考える態度を持つこと。
・疑問に思ったことを確かめて見ようという態度を持つこと。
・学んだことを正確に記録する方法と態度を身につける。
・私語は慎むこと。
・移動教室なので遅れないように集合し、着席すること。
・飲み物・食べ物は持ち込まないこと。
・携帯電話等はマナーモードか、電源を切ること。

主体的に学習に
取り組む態度

・観察・実験などを通して、自然の物理的な事物・現象に対して、基本的な概念や、原理・法則を理
解し、身につけている。
・自然の物理的な事物・現象に関して観察・実験技能を習得するとともに、それらを科学的に探究す
る方法を身につけている。

・自然の物理的な事物・現象に問題を見いだし、実験・観察などを行うとともに、物理学的に探究す
る能力と態度が形成され、基本的な概念・法則を理解し、科学的な自然観をもつことができる。
・実験の過程や結果及びそこから導き出した考えを的確に表現することができる。

・自然の物理的な事物・現象について関心、探究心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに、科
学的態度を身につけている。

期末考査

第
3
学
期

第
2
学
期


